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KOGA　Katuro

Madhya　DeSa　ki　BolI
　　　Banarasidasaの場合
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　　　　　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　に

　小稿はBanarasidasa（1643－1700　Vikrama　S．，以下BDと略）の“Ardha　Kathanaka”ない

しは“Ardha　Katha”（以下AKと略）に使用された言語について論ずるものである。

　AKは自伝という点で，ヒンディー文学の中で特異な地位を占めるものであるが，それと岡時に

ヒンディー語史の研究上でも興味深い資料を提供する。BDの言葉の特異な様相を考える上で，

自伝という性格による鰯約はあるが，BDの生涯がかなり詳しく判明しているという利点もある。

　BDはAKに使用した言葉をMadhya　De6a　kl　Boh（〔インド）中央もしくは中部地方の言

葉の意，以下MBと略），ないしはBhakhaと呼んでいる。それは当時のMadhya　Deξaのイ

ンド人にとってのペルシア語及びサンスクリット2外の標準的な文語であったBhakhaと岡一で

はなく，それに似通ってはいるが，後述するようにkhari　Boliの影響をかなり受けたものである。

　ここでBDの生涯についてふれるならば，　Vikrama紀元の1643年（1586年A．　D．）に今日の

Uttar　prade6東部のjaunpurで生まれたBDは，　Vi．　S．1667年に至るまでの20余年間に岡地

を離れていたのはわずかに1年数ケ月の期間でしかない。Jaunpur地方は現在Bhojpuri語地域

＊1に含まれているが，AKの言葉にはBhojpurlないしはAvadhiのなんらかの影響が晃られて

も不思議ではないのであるが，それは全くといってよいほど見られない。＊2Vi．　s．1667年に宝石

商の息子として一人立ちするためムガル朝の都アーグラー（Agra）へ出たBDは，商人として

は失敗を重ねるばかりであった。’ それはともかく，彼はVi．　S．1698年にAKを書くまでの間に

わずか3年をBanaras，　Patna，　Jaunpurなどの諸都市で過ごしたのみで，約30年間，アーグラ

ーで暮らしていた。アーグラーは言語分布上からはMathuraと並んでBraj　Bha＄a地域の中心

部に所在する。しかるに，BDはSaradasaの“Snra　sagara”に見られるようなBraj　Bha＄a

・綬部分的にはAvadhi語地域に含まれている。

＊2わずかに名詞・代名詞の複数斜格形の語尾が一nhaである点を指摘できるかも知れない。しかし，それ

　はNathttram　Premiの読みであって，　Ma士aprasad　Guptaはそれをすべて・naと読んでいる。
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（Bhft，　kha）を用いていない。

　このことは彼の先祖がKhari　Boh語地域の出身であったとの記述に関連づけて考えてもよい

ことではあろうし，そうした理由も否定はできないだろう。しかしながらBDが，すでにTul－

asidasaによって立派な文語として用いられたAvadhlの話される地域に接して育ちながらもそ

れを使用せず，また，すでに標準的な文語としての地位を確保していたBraj　Bha＄a（BhEkha）

も用いなかったことについては，やはり彼の教養や生活環境ばかりでなく，アーグラーをはじめ

とする当暗の大都市における言語事情といったさらに大きな背景をも考慮に入れねばなるまい。

　AKを検討してみると，いわゆるTatsama語彙の使用が葬常に少なく，Tadbhavaないしは

Ardha　Tatsamaの状態にある口語の語彙が鱒辮なく使用されているのに気付く。この点はアラ

ビア語・ペルシア語由来の語彙についても同じことで，さらに徹底しているとも言いうる。この

ような傾向は当時の詩人たちの一部にも見受けられるところではあるが，やはりAKの言葉の

特徴の一つとして指摘できよう。だがBDは，それと共に衝学的な表現を一切避け，あるいは，

Dohraを使用するなどして，簡潔にしてしかも表現力豊かな書葉を用いるのに成功している。

ところで，それを可能にした要因を求めてみると，まず，口語表現への接近ということが注意を

ひく。そしてさらにそれはMBそのものの言語的特徴と密接な関係があるように愚われる。

　周知の如く，インドにおけるイスラム勢力の確立。伸展がデカン地方におけるDakkhin1の成

立及び文語化を可能にしたのであるが，Dakkhiniの成立と発達に作用したものと同じ力は，今賑

のヒンディー語地域を中心とする北中部インドにも同時に及んでいたものと考えて差支えなかろ

う。すなわち，パンジャーブ地方・デリー近辺・U．P西北部の言語がいわゆるヒンディー語地域

ばかりでなく，イスラム勢力と共にデカン地方にまで都市部を中心にしてひろまっていった。そ

れは土着の言語を死滅させるような形ではなく，共通語的な形によったものである。もとよりそ

こには地方語との接触などにより多少の差異が生じたことは認めねばなるまい。ところで，そう

してひろまった上述の地域の言語の中でも，西部ヒンディー語に属するKhar玉BollとBraj

Bhasa（Bhakha）とは当時の政治的・軍事的・文化的な中心地の言語として主要なものとなり，

持続的な影響力を有していた。そしてこの両者は相互に作用し合ったが，共通語としての影響力

は前者のほうが次第に後者のそれをしのぐようになっていった。

　16世紀初頭よりアーグラーの政治上・軍事上の重要性が増すにつれ，デリーとの関係もいっそ

う深まり＊1，軍人・商人。職人などの移住・往来がさかんになった。そして言語面では，KBの

影響が都市居住者を中心に増大することになった。このような背景を理解した上で，AKも上述

の言語事情を物語る資料の一つとして把握すべきであろう。ただし，こうした事情があったにも

かかわらず，当時のMadhya　DeSaにおける非ムスリム・インド人のサンスクリット以外の文語

としては，Braj　Bha§a（Bhakha）が主として用いられる伝統があった。このためAKに見られ

＊1The　Tuzuk－1．　Jahangiri，　translated　by　A．　Rogers，2nd　ed．，1968，　Delh三，　P．4．
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る特徴を示す言葉が文語として用いられた例は少ない。それはともかく，BDは，おそらく

AKで用いたものとさほど差のない言葉をアーグラーばかりでなく，4年間ほどのAllahabad，

Patna，　Banarasなどでの日常生活や商活動に使嗣していたものと考えてよかろう。このような

意味でAKはBraj　Bhおa（Bhakha）及びKhari　B。11の両方にまたがる歴史ばかりでなく，当

時のMadhya　DeSaの雪語事情を検討する上でも重要な資料であるといえよう。

　小稿ではこうした観点からMBの特徴を明らかにするため主として形態論の面から考察する。

ただ，先述したように，これにはたとえば動詞の形態についての用例が少ないという，自伝に由

る資料面での不満も感じられないではない。なお，末尾にAKに現われたペルシア語（アラビ

ア語）由来の語彙を網羅したものを付し，MB理解のための資料となした。

　なお，本稿のテクストとしてはNfitharitm　Preml校訂”Ardha－Kathanaka”（Bombay，1957，

2nd　ed．）及びMa⑳ras記Gupta校訂etArdha　Katha”（prayag，1943，　Ist　ed．）を使用した。

前者は次の5写本を校訂に際して使用している。A．ボンベイのBholeSvarのPancayati

Mandir本（ヴィクラマ紀元1849年），　B．デリーのJaina　Mandir　Dharamapura本（Vi．1902

年），C．デリーのBaida聴ra本（筆写年不明），　D．カルカッタのAsiatic　Society本（No．7，

176）E．バナーラスのSyadavada　Vidyalaya本（Vi　1948年）。　M．　P．　Guptaは上のB本のみを

使用しており，N．Premi校訂本に比して，13句（Nos．392，559－566，622，623，665，671）

少ない。

　　　　　　　略　号　一　覧

（1）

　AK．　Ardha　Kathanaka，　Ardha　Kath註

　APa．　Apabhram6a

　Ar，　Arabic

　AV，　Avadhi

　BB．　Mirza　Khan’s　Grammar　of　the　Braj　Bhakha　by　M．　Ziauddin，　Calcutta，1935

　BD．　Banarasidasa

　BH．　Bhakh議　（Pur琶cln　Braj）

　DVB．　Dhirendra　Varma，　Braj　Bha寧a，　Prayag，1954

　KB．　Khari　BolI

　MB，　Madhya　Desa　ki　Boli（Banararldasa）

　MP．　Matapras2d　Gupta

　NP．　Ntithgram　Premi

　PA．　Purani　Avadhl

　　Per．　Persian

　SB，　Premnaraya口Ta鱒an，　Sor　k三Bhaミa，　Lakhmau，1957
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Skt．　Sanskrit

（2）

　abl．　（ablative），　ac．　（accusative），　adj．　（adjective），　adv．　（adverb），　ag．　（agentive），

　dat．（dative），　dir．（dlrect　case），　f，（feminine），　gen．（genitive），　inst．（instrumental），

　interl．（interjeCtiOn），10C，（IOCative），　m．（maSCU圭i且e），　n．（nOUn），　nOm・（・10皿圭natiVe），

　obl．　（Qblique　case），　P｝．　（Plural），　pr．　（pronoun），　sg．　（singular），　voc．（vocative）

1

1．名詞は性・数・格に応じて変化する。

2．名詞は男性名詞と女性名詞とにわけられる。代名詞には形態の上で性による鷹別はない。

　3．文法上の数には単数と複数とがあるが，後述するように複数形は単数形と異なるものが篠

在する場合にもほとんど用いられていない。

　4．敬語法により単数名詞が述部に複数形をとることがある。Sundaradasa　kalatra　juta　mari

gae（7），（（madanasingha））ghara　ae　phira　baithe　h2㌻a（81）

　5．次の例ではBDが自分自身に言及している部分であるが，韻律上の制約がないのに述部に

複数形をとっている。taba　banarasl　hvai　halabale，　barasata　mehu　bahuri　u事hi　cale（304），

masa　eka　b盃hara　na　gae　（326）

　6．BHでは，集合体を表わす語を単数形に加えて複数の意を強調する方法がかなり用いられ

たが，AKではJana及びLokaもしくはLogaによるものとが用いられているのみである。

kavijana　（24），　byauparl　IQga（298）

　7．格変化としては後置詞を伴わない直格形（dir．）と後置詞を伴う斜格形（ob1．）とがある。

　直格形は，①動詞の主語である場合（ag．の後置詞が用いられない場合も含めて），②ac．に

ある場合，⑧数詞に修飾されている場合，④voc．にある場合に用いられている。①suta　avat－

aryau（245），＊1②bhojana　kari　avahu＊1（349），　batal　karahl（336），③barasa　dvai　tlni　mal

（7G），④mlta（89），　kanta（381）

＊1DVBによれば（P．45），デーヴァナーガリー文字の唇歯音字はBHにおいては実際には両唇音のよう

　に発音されていたようである。しかし，ここでは両唇音bや半母音wの発音と考えられるものもそれに

　は音塚せず，すべてvaのままにして写した。
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　8．7以外には斜格形が用いられるが，それについては後置詞の項において詳述する。ただ

し，後置言灘はひんぱんに省略される。

　9．sg．　dir．は無変化である。　In．　suta（70），　beζa（449），　kapara（570）；f．　suta（70），　roti

（447），　cith玉　（476）

　　　　　　　　●

　10．sg．　obl．においては，－a，－o，及び一au語尾の男性名詞が，いずれも一e（－ai）に変わる

以外，すべて無変化（9と同じ）である。yaha　bata　pujare　kah五（92），janea　gale（425）；bipra

nai／nai／m｝ryau／maryo／（507），　c辻hi　mah董（495）

　11．－a語尾男性名詞がloc．の場合，語尾が一eないし一aiに変化するのみで，後羅詞は省略

されることが多い。1〈lidhai（416），　agarai（519）

　12．m．　pl．　dir．においては，－a，－o及び一au語尾男性名詞が一eに変わる以外はすべてsg．

dirと同じである。　doi　rojaname（490），　ct！he　marahl（573）：gavahi　kamini　mamgalaglta

（85）

　13．f．　pl．　dir．においてはbataのような一a語尾名講がbatalという形を示すことがある。し

かし，多くの場合，数講などによる複数表示のみで，形の上ではsg．　dir．と同じである。　mithi

batE／batai／karai　（508）：kharaga．sena　ki　ci㌻hi　ghanl　（326），　suta　doi（642）

　14．P1．　obi．は性の区別なく，語尾に一na（もしくは一nha）＊1を加えてつくられる。　coranha／

corana／lffti　Iiyau（78），rOkhana　tale（427），　nau髄ta且ha／batana／ma1／mE／（461）この第1例の

ようにAg．に相当する後置認を伴わずに用いられている例は他にも冤られる。

H
　1．　1人称代名詞のsg．　dir．にはmalのみが用いられており，　DVB及びSBの数えるhait

は金く使用されていない。sg．　obl．にはmujha－，　mo－，　mohlが，　pl．　dir．にはhamaが，　pL

obl．にはhama－，　hamahiが用いられている。

　2．sg．及びpl．ともにag．のnaiなどを伴った形では現われておらず，直格形が用いられ

ている。

　3．　ただし，その場合，動詞は目的語の性・数に一致している。mal　to　kalapita　bacana　aneka

kahe　（266）

　4．mo一は後置詞を伴って用いられる。　mo－1〈ait／mo－ko／（529），　mo－pai（90）。mohiはdat．に

相当する形としてmo－ka負と同様に用いられている。

　5．mo・と並んで，　KB．の形とされるmulh一も用いられている。　mujhe／mujhai／khata　binu

parai　na　caina（305）mujha－1く葡という形は見られない。なお，　mujh一は（191）においては

gen．の意にも用いられている。

＊1NPは一nhaと読み，　MPは一naと読んでいる。
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　6．sg．　gen．は次の通りであるが，　mora一などの形は全く冤られない。　merau　marana（160），

mere　bhauna（405），meri　caupar三（419）。1ケ所にmerau（mero）の意にSkt．のmamaが使

用されている（506）。

　7．hamaはmaiの意にも用いられている。　aba　hama　bahuri／bahura／agarai　jahi／jahi／

（519）。しかし，hama　logaという複数強調形は現われていない。

　8．hamahlはdat・に単独で用いられている。　hama一はkaitなどの後置詞を伴って現われ

る。hamEないしはhamaiは見られない。

　9．　pl．gen．には次の用例がある。　harnarau　bhavana（302），　kaha　ham灘a（331），　rahau　ha．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ

m2re　geha（404），　hamar1　bata（300）。　hamaraに注意。

　10．2人称代名詞は次の通り。dir．　sg．　tti，　obl．　sg．　tujha－，　t6，　tohi；dir．　pl．　tuma，　obi，　pl．

tumaa，　tumahi。

　11．sg。にtltやtalは全く用いられていない。　to一とtujha一とは後置詞を伴って現われる。

tujha－katt（480），tujha　binu（495）。　tehiはdat．に用いられている。（90）

　12，sg．　ge11．の用例にはtera（506）及びtere　ghara　satt（405）がある。

　13．tumaは実際には2人称単数について用いられたものが多い。

　14．dat．にはtuma－kaUと並んでtumahiも用いられている。

　15．ta及びtumaはいずれもそのままag，に用いられる。

　16，gen．にはtumharau（381），　tumhare（376）の用例があり，　tumhara（88）という形も見

られる。ti飴raなどtL形は見られない。次の例からはtumhaはgen．になる。　mai　tumha－

／tuma／d琶sa　（419）

　17．KBの2人称尊敬代名詞‘ap’に相当するapa，　ravareなどの使用例はない。

　18．vahaは指示代名詞及び3人称代名詞として周いられ，また代名形容詞としても用いられ

ている。これは次のような変化を示している。dir．　sg．　vaha，　obL　sg．　va－，　usa－，　usahi，　dir．　pl．

ve，　obl．　pl．　una（uni）。

　19．dir．のsg．とpLとの区別は明らかである。しかし，（380）のvai／ve／は実際には単数

のもの（娘婿）をさしている。これは敬語法によるものと愚われる。

　20．usa一は代名詞として後置詞を従える場合のほか，指示形容詞の斜格形としても使用され

ている。usa　mah三（320），　usak1　dasa（483），　usa／visa／hi　roja（543）。　usahiの用例としては，

ac．に用いられたgunahagEra　kijai　usahi（542）がある。　va一はva－ki　hata（338）のように

gen．に用いられたり，形容詞的に用いられたりしている（207）。　vahiは現われていない。

　21．una－（uni－）が後置詞を伴わず単独で用いられた場合，実際にはsg，　ag．に用いられてい

ることがある。＊1uni／una／dayala　ho三pakari　b翫a（304）。（380）の例は敬語表現によるものと考

一＊1ag，　IC　usa一やva一に基いた形はない。次の代名詞yaha，　so，　j。についても，　isa－，　ya；亡isa，　ta・；

　j三sa－，　jaに基いた形がなく，それぞれina，　tina，　jinaがsg．　ag．に規いられている。
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えられる。unakaa／kau／

　22．yahaは近接指示代名（形容）詞並びに3人称代名詞として使用されている。　dir，　sg．に

はyahaのほかにyahu，　ehaが用いられている。　obl，　sg．にはya－，　isa－，　iha，　ihi，　ehiが，　dir．

p1．にはe，　ye＊1が，　ebl．　pl．にはina－（ini－），　inha一が見られる。

　23．iha，　ihi，　ehi＊2はehi　bidhi（63，など）に代名形容詞として多く用いられており，代名詞

の斜格に用いられた例はない。isaは代名認として後置詞を伴って用いられるほか，形容詞的に

も用いられる。三sa　avasara（168）ya一の使用例は少ないが，三sa一岡様に用いられている。　ya－

sa（i／sau／　（450），ya　hi　bharata　sukheta　mal　（8），　ya－tal（35）

　24．圭na（ini），inhaはob．　pl．に　　　ina　u“hi　kai　dinl　asisa（424）　　用いられているが，

una一と同じくsg．　ag．の意にも用いられている。　inha／ina／paramesvara　ki　Iau　dhari（418）

　25．soは縮関代名講として，　MBにおいてはひんぱんに用いられている。これのob1．　sg．は

ta－，　tah三，　tisa－，　dir．　pl．はte，　obl。　pl．はtina一であるQ

　26．tft一は，　ab．，　dat．，　gen．，　loc．に用いられているQ　ta－tai（6），　ta－sattt（565），　ta　ke　tale

（479），ta　mai（632）。　tahiはdat．にのみ用いられている。　saUpyau　tahi　bastra　ka　kama（49

7）。tisa一はdat．及びgen．に用いられた例があるが，他は形容詞的に用いられている。　tisa

ka〔i／ku／（462），　tisa　geha　（349），　tisa　thaura　（414）

　27．Apa形と同じtasuはsg．　gen．の意に用いられている。　tasu　purohita（102），　tasu　damda

（222）。’ただし，sg．　gen．としては上述のta一形の使用のほうが多い。　sg．　gen．にはtisa　k1

ka出a（6）の表現もあるので，合計3種の方法があることになる。

　28．soの複数形はteのみ用いられており，　seは現われていない。（9，253，297）teは反復

した形でも用いられている。je　je　batai　smirana　bhal　te　te（658）はpl．　ac．にも胴いられてい

る。（同様なac．への使用はsoについても言える。）

　29．tinaについてはすでに2工の脚註において言及したが，ここで若干補足する。　tinaはもち

ろんobl．　pl．に用いられている。　tina／tinha／ke　satha（231）tinha　k罎／tini　kau／（473）ところ

が，次の例では，tinaの意味はKBの‘us　ne’以外には考えられない。　unasie　putri　avatari，

tina　au§a　pari　kari（620）

　30．ko1，　koti及び1〈oitが不定代名詞として用いられている。もっとも，押韻のためにkOIは

koiないしはkoyaとなっている（187）。これの斜格形はkah6で後置詞を従えてkahu　sati

（339），kaha　pai（659）のように用いられたり，そのままの形でac．，すなわち，　KBの‘kise’，

‘kisl　ko’の意に用いられたりする。　kahU　mare　korara，　kahu　begl　pai（469）また，　gen．に用

＊1NPはes　MPはyeとしている（376，443，460，など）。

＊2PAのihi，　ehi参照。
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いられた例もある。＊1

　　31．koiなどは不定代名形容詞としても用いられる。　koU　manusa（414），　kah亘samai（55）

　なお，（211）にはkisaがKBの‘kisi’の意に使用されている。

　　32．KBの‘kuch’に相当する不定代名詞としては，　kachu，　kachu，　kichuが用いられている。

　＊2kichu／kachll／kharaci　（53），　kichu／ka¢hu／aye　（90）．

　　33．KBの‘kait’に相当する疑問代名（形容）詞としては，やはりkaaが使用されており，

　koは現われていない。　parai　kala－mukha　katt（114），　aba　k韻bicara（158）。　obl．　sg．　kapara

　にはkisa一が用いられており，　ka一やkaUは用いられていない。　kisaがkeを介さずに後置詞

　に接続して用いられた例がある。kapara　tela　ghiu　kisa　pasa（312）

　　34．KBの‘kya’の意味にもAKでは‘kya’が用いられており，　BHやBrajのkahaは一

　度しか現われていない。（381）また，（138）にkatが見えるが，　MPによれぱこれはkyaである。

　　35．joは関係代名詞として用いられている。　joと並んでluがdir．　sg．に用いられている。

　obl．sg．にはja－，　jisa－，　jae，　jahiが，　dir．　P1．にはjeが，　obl，　pl．にはjina一が使用されてい

　る。下の例からも判明するようにsoと相関した用法が普通である。　jo　dukha　dekhai　so　sukha

　lahai（128），　suta　kumarl　jo　hutl　so　paranai　seni（71）

　　36．jaにはgen．の用例がある。　jakau　jasa（12）形容詞的用法のobL　sg．にはjisaが用い

　られている。jisa　gau（162）担は次の例ではdat．に用いられている。　jai／jay／klni　aradasa（1

　59）．jahi（306）はやはりdat．に使用されている。

　　37．dir．　pl，にjoやjuが用いられた例はなく，常にjeが使用されている。　je　bh2khah1

　para．do＄a．guna（668），　je　je　pana　ki　bastu　saba（233）dat．　p1．にjinhai（jinhe）の用｛列はな

　い。先述の通りjinaはsg．　ag．の意味にも使用されている。　jina　pahirl　jina　janamapura

　mudrika　chapa　（3）

　　38．Apa形のjasuの用例は見られないが，　jisuがKBの‘jiska’の意に用いられた例が見

　られる。nimda　thuti　jaisi　jisa　hoi（60g）

　　39．再帰代名詞としては2puやapaが用いられている。これはobl．においてもgen．を除

　き変化しない。apa　satt⑳a（3）gen．にはapanaft，　apane，　apuna，　apaniなどが用いられてい

　る。tina　apanaき　ghara　khali　kiyau　（119），　apanau　carita　（672），　apuna　ghara　（269），　apanl

　katha（4），　apan五c1thi（326）また，同じ意昧にはnijaもnija　katha（3），　nija　mata　saa（52）

　のように使用されている。

　　40．複合代名　（形容）詞としては次のようなものが見られる。saba　kol（560），　saba　idchu／

　kachu／（43），　ju　1｛achu　（72），　jo　kachu　（373），　kachu　aura　（611）

　III

＊1keiが用いられている例があるが，　MPはkOUと読んでいるので疑点は残る。

＊2NPはkichu，　MPはkachuと読む。
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　1．ここでは後置詞の名で一括されるものを扱うが，厳密には区分さるべきものがこの中に倉

まれていることを予め断っておく。

　2．ne，　nai，　naがag．を表わす後置謂に用いられている。　bipra　nai　maryau　bahuta　sarapha

（507）しかし，これはすでに述べたようにMBにおいては用いられていない場合が多く見られ

る。taracanda　kiyau　chala　eha（349）これはやはりBDの特殊な用法として把えるべきではな

く，StiradZsaの用法などと対比して考えるべきことである。＊1

　3．　これが省略された場合，名詞・代名詞は斜格形になるのが普通であるが一jaba　yahu　bata

Pujare　kahi（92）一，直格形のまま用いられていることもある。　duhu　jina　siva　maraga　pragata

kinyau（2）しかしながら，いずれの場合にせよ，動詞は目的語の性・数に一致している。代名

詞についても同じことがいえる。jyaif　dekhi　mal　barani　tatha（209），　so　uni／una／bhejya（570）

　4．KBの‘ko’に相当するものとしてはkaa，　kauが用いられており，　BHのk6，　kli，　kttな

どは現われていない。そして，これはdat．に用いられたものが圧倒的に多く，ac．に使用され

た例ははなはだ少ない。ac。の場合はほとんど直格形が用いられているというわけである。　pita

putra　kait　ai　mica　（20），　saba　1〈ati／kau／ph言rakhati　likhi　dei（51），　narama　katt　livai　lai

gayau　（165）

　5．kattなどと同じ意味に用いられたが，格語尾ともいうべき一hlや一hi，－alはMBにおい

ては代名詞に用いられているのみで，名詞については使用されていない。これは後置詞の発達を

考える上で重要な参考になる。

　6．dat。とac，とが同一文中に用いられる際にはdat．にka道やsattなどが使用されるのみ

で，ac，の名詞は常に直格形におかれる。　hama　l〈ati　d2ma　dehu（360）

　7．KBの‘se’は，①instr．，②abl．及び③dat．の意に用いられるが，　AKにおいては，

saifは①patha　saif　nlkau　bhayau（207），②patane　saif（204），③tuma　saa　bolai（405）の

ように①②③のすべての意に使用されている。だが，これも次のように省略されていることがあ

る。tilaka　diyo　nija　hatha（287）AV形のsana／sfi／は③に，　setiは②及び③に使用されてい

る。kinau　saba　sana／sli／　neha　（541），　taba　seti　sivapuri　lagata　mai　janl　hai（2），　banarasi

seti　priti　（454）

　8，②の意にはtaiも用いられているが，常に「それゆえに」（ta　tal）の形で現われており，

いわば副詞を成しているのが特徴である。これは①及び③の意には使用されていない。

　9．1くBの‘ka’に相当するものとしては，やはりkaが使用されている。＊2　coranha／corana／

ka　caudhari（418），　ghara　ka　bhaya（350）しかし，比率の上ではkau／kaif／のほうが圧倒的に

＊lBDのnalなどの使用は，“Sgrasagara”における全く例外的な場合に限られた使用と比較すれば，

　はるかに多いことに．なるeSBp．156－－7

＊2“SUrasagara”には1｛aは使用されていない。
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多く用いられている。jakau　jasa（12），　malfi　kau／ka負／kala（22）。

　10．ke及びkiはそれぞれKBのそれと同様に用いられている。　majara　ke　sisa（531），ka王a

ke　mukha　saa（548），　madhya　desa　ki　boli（7），　mantra　kl　mala（10）。なお，　kaiやkaiもke

と同義に使用されているが，多くはない。

　11．なお，複合名詞方式＊1によるgen．表現がかなりひんぱんに用いられている点が特徴とし

て数えられる。これは単に韻文における簡略表現にのみよるものではなく，かなり一般的な用法

であることは下の例によっても判明しよう。今日のKBではこの種の複合語方式はほぼTatsa一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免

ma語彙の場合に限り使用されている。　kharagasena－ghara（77），　karaja－kacaurl（339），　jagata－

jana（610）

　12．KBの‘mざに相当するものとしては，　malが最も多く用いられているが，　mahl，　mahi，

mahaなども使用されている。　ghara　mai（335），　nagara　mahl（31），　chaya　maha（304）

　なお，これらもひんぱんに省略されている。cita　upajl　daya（299）

　13．vi§aiが（60），（183）などにおいて，‘m5’ほどの意に用いられている。　udara　viEai（60），

nagara　vi婁ai　（183）

　14．KBの‘par’に相当するものとしては，　para，　pari，　paiなどが用いられている。このうち

pai　”は次のようにKBの電pas’，‘nikat”samip’ほどの意にも用いられている。　so　to　ina　pai

nahi（111），bhanacanda　pai　vidya　sikhai（176），　so　mo　pai訂o　parataccha（90）。次の例では

‘se’ に相当する用法が見られる。1磁駈pai（659）

　15．pahi（pahi，　P5hi）は，“sara－sagara”や“Ramacaritamanasa”にも晃られるものである

が，次のようにKBのtpas’，‘nika㌻’及び‘se’などの意に用いられている。　gae　raiji　pshi／

pahi／　（53），bheda　na　bhakhai　kisa　hi　p議hi／pahi／（2H）

　16．KBの‘tak’（まで）の意味にはlaUが用いられており，‘tak’は晃られない。　patana　latt

（35），ka臆kah讃磁（452）taiも同義に用いられている。　baratamana　tEi（5），　taba　tai（622）

　17．taleはKBにおけると同様に名詞類の斜格形に直接に接続する場合と，　keを介して斜

格形に接続する場合とがある。dharati　tale（253），khatake　tale（307），　take　tale（47g），　inha／i．

na／r〔ikhana　tale　（427）

　18．KBのtbina’の意にbinuもしくはbinaが名詞類の斜格形とkeを介さずに接続して

いる。khata　binu　（305），　binu　naha（247）。

　19．KBの‘ke王ie’の意にはやはりke　lie／liyai／が使用されている。　IQbha　ke／kai／lie／liyai／

（214）

　20．pasaはKBのtpas’と同義に副詞並びに後置詞として機能する。後置詞としてはkeを

介することもあるが，介さずに接続することもある。devadatta　ke　pasa（168），　Idsa　pasa（312）

＊1Mirza　khanもこれを指摘している。　BB　P．42
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　　21．satha，［age，　nikata，　nalaなどは副詞として機能するほかにkeを介したり，介さずに名

詞類に接続し，後置詞としても機能する。tinha／tin／ke　satha（231），　saba　ke　age（510），itae　ke

nikata（290），　tinha／tina／ke　n盃la（579）pratSma盃gai（397），2gara圭nika重a（552）

　　22。sahita，　nimitta，　samana，　uparanta，　sameta，　hetuはSkt．からの借用語であるが，いず

れもkeを介さず名詞類に接続し，後置詞同様の機能を発揮する。　mata　sahita（40），　jata　nim－

itta（226），　bhagati　sameta（235），　prtja　hetu（396）なお，　samgaはmere　samga（121）のよ

うに用いられている。

　　23．bicaはkeを介さずにも用いられている。（419）（309）

　　24．kiを介するものとしては，　bh5ti及びtaraphaがある。　pasu　kl　bhiti（616），　ghara　kl

tarapha　（466）

IV

　　1．MBにおいても性質形容講は，（被修飾語の性・数・格に応じて）語尾変化をするものと

語尾変化をしないものとにわけられる。代名形容詞についてはすでに触れたので，ここでは説明

を省略する。

　　2．　語尾変化をする形容詞には，－au，－o及び一a語尾のものが含まれている。　eka　purano

ta重a　（305），　baranana　pachilau　（38），　r｛ikha　bhojana　（222）；daridrata　nal　（366）

　　3．過去分詞や現在分詞は形容詞的に用いられる。

　　4．形容詞は名詞や代名詞にも転用されている。bare　ki　s1kha（200），　baithe　doCl（517）

　　5．数詞のうち基数詞は次の通り。

1．eka，　ika，　2．（玉vai，　doi，3．　tina，　tlna，　tini，　4，　cy議ri　5．　pamca，　6．　cha，　7．　sata，　8．　a㌻ha，　9．

nau，　nava，10．　dasa，　12．　b琶raha，　13．　teraha，　terai，　14．　caudaha，　caturdasa，　16。　solaha，　18．

atharaha／atharehai／，　19．　unisa，　unalsa，　20．　bisa，　22．　baisa，　24．　caublsa，　26．　chabbisa，　27．

sattaisa，　33．　taitfsai，　34．　cautisa，　35．　pai亡isa，　36．　chatisa／chattlsa／，　37．　saltisai／sa1tlse／，　40，

c議lisa，41．　ikatala，43．　tetala，48．　a㌻hat郎a，50．　pamcasai，52．　b盗vana，　bfivanna，53．　trepan邑／

士repan琶／，54．　cauvane，55，　pacavana，　pamca　pac言sa，56．　chappanai　57．　satavane，59．　unasa㌻he，

60，　sa㌻ha，61．　ikasa㌻he，62．　basa㌻ha，67．　satasa㌻h議，70．　sattari，72．　bahattarai／bahattara／，73．

tihattare，　75．　pacahattare，　p三cattari，　pichattara，　76．　ch三hattare，　77。　satahattare，　79．　unas呈e，

80．assie，　84，　caurfisiya，85．　paccasie，　87．　satt？sie／sattasie／，　91．　ikyanav議，92．　b議nava，　93．

tiranave，96．　chanava，98．　a＃hanabai，100．　sai，　sata，　sau，　llO．　eka　sau　dasa，200．　dvai　sata，

300．tini　sai，400．　sai　cy註ri，675，　cha　sai　picattari，1613．　solaha　sai　atthanabe

　　6．序数詞は次の通り。

1．pahall（cala），　prathama，2．　dutiya，　dOsari（bara），　dgja（mitra），　dujai　dina，　dttji，3．　tisarT

（pota），　tritiya／tritlya／（putra），　tija（puru§a），　tiji，4．　cautha，5．　pancama　divasa，6．　cha鉾hama
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chapthe（dina），7．　sattama，8．　atthama，　atha6／athavai／（var＄a），　9．　navama，　10．　dasama

／dasamai／

　このほかに日付を表わすものとしてekadasi（11日），　barasi（12　H），　caudasi（14日）がある。

　7．倍数詞としては次の傍が見られる。barasa　derha（1年半），　pauna　dene／dUne／（1．75倍），

sau　gune（100倍）

　8．全体性を強調する形として次のものがある。duhu（93），　tlnatt／tinau／（107），　carihu／・

carau／（252），　cah昼　（243），　caratt／cyarau／（28）

　9．代名詞由来の形容詞のうち性質並びに分量を表わすものとしては，次の例がみられる。

aisi　bidhi（2），　aisi　asubha　dasa（187），　taisi（5），　kaisa　banaja（531），　jaisi　mat三taisi　mati

hoi（138），　itani　bhOmi（36），　etl　bastu（284）

V
　1．不定詞のいわゆる一na型と一ba型との2種のうち，　AKに現われるのは前者が圧倒的に

多い。－ba型が使用されているのは次の1例（obL）のみである。　bhah　kabita　parhibe　kl　kala

（647）直格形としてはju　hona　tha　so　huva（546）における一na及び一na（109，551）がある。

この一naの用例は，慣用句としてKBから借用されたものとしてとらえるべきかとも考えられ

る。しかし，これまで見てきたようにBH形とKB形との併需はこのMBの特徴であるから，

－naを特別扱いする必要もなかろう。＊1

　斜格形は1例（479）が一neである以外はすべて一naとなっている。　rovana　lagyau／lagii

r◎vana／（414），　parhne　lage　（479）

　2．AKにおける不定詞の用法としては，斜格化して後置詞kau，　kaaを従えた形が最も多

い。すなわち，自らは名詞化し，全体として副詞的に用いられるものである。taba　ca仁asala

parhana　ka登gayau（46）なお，1〈aftも次のように省略されることもある。　cale　bivahana　banar－

asl（王05）

　次の2例はやはり名詞的に用いられたものであるが，複合名詞のように扱われている点が目立

っ。n2ni－marana　suta．janama（107），　marana－mitla　yaha（551）

　3．次のように特定の動詞との間に複合動詞を構成する。dekhana圭agyau　Radi（267），　parh－

ane　lage　b翫n2rasi　（479）　duhu　katt　lena　na　（lei　usasa　（453）

　4．次の例はKBにこれに対応する用法がみられるものである。　garbhita　bata　kahana　ki

nahl　（575）

　5．使役動詞の例としては次のものがある。④kaha（（kahavai＞）（70）←kaha（（kahai））（3），⑤

khava（（khavabai））　（189）　←kha（（khahu））　（342），　◎　dhova　（（dhovabai））　（385）　←dho　（（dhoi）〉

岨Sifradasaに，よる一nE形の使用は全く例外的なものに過ぎぬ。　SB．　P．308
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（388），④suv翫（（suvityau＞）（251）←so（（sey巨））（307）

　④は舷礎動詞の語根に一avaを加えて成ったもの，⑤は語根の長母音が一vaに代わったもの，

◎及び④は一〇語尾が一uvaに代わったもの。

　6．AKに現われた複合動詞は次のように分類される。①主動詞の語根と結合したもの，②主

動詞の接続分詞と結合したもの，③主動詞の現在分詞と結合したもの，④主動詞の過去分詞と結

合したもの，⑤主動詞の不定詞と結合したもの，⑥名講と動詞とが結合したもの。次にそれぞれ

の用例を示す。

①calano：le　calyau（109）；②ano：ae　palati（94），　jano：mari　jahi（573）；deno：dari　dai

（267）；parano／payano／：giriparyau（249）；玉eno：1｛建i　liyau（43）；　sakano：　sakyau　na　apa　r盃khi

（249）；③calano：hota　cali（318）；④rahano：baithau　rahai（343）；⑤deno：jCtna　nahi　dehi

（300）；⑥bipada　udai　bhal（110）；je　je　bittal　sumirana　bhai（658）

　7．普通，語根に一iを加えて接続分講がつくられている。boli（7），　roi（43）ところが，こ

の一iを加えたものにさらに一kaiを力日えることもある。　je　paradoSa　chipaikai（667）karanoに

は一kaiを加えてつくる。　bhojana　karakai（403）　honoの接続分詞形には次の三通りがある。

hoi　（53），　hvai　（164），　hvai　kai　（14）

　8．現在分詞は語根に一taもしくは一ataを加えてつくられる。　BH形としては普通，－teには

ならないが，KB形と思われる次の1例がある。　jyaa　tyait　kar圭dukha　dekhate　ae　pitraba　desa

（23）女性形は一ti（－ti）となる。

　9．これの用法としては次の（（））内のようにKB同様の意味（名詞的・形容詞的・副詞的）に

用いられるが，副詞的な用法が最も多い。ghatati　hota　cali（（ghatati）〉（318），　phirati　ch5ha

（（phirti　hui　ch5h））　（44），　dekhata　cakita　hoi　saba　koi（（dekhne　par））　（560），　ban巨rasi　sunata

biratanta　（（sunte　hi））　（496），　phirata　phirata　（（phirte　phirte＞）　（294）

　また，これは次のように複合動詞・受動態・無入称態の主動講としても用いられる。kahata

na　banai　（138），　kahl　na　jai　sahibl　（560）

　これが直説法現在時制や獄想法諸時制に用いられたことは，当時の他の資料によって明らかで

あるが，AKには用例が見当らない。

10．過去分詞は語根に次の語尾を加えてつくられている。男性単数形：－yau，－ya，－a，－o；男性

複数形：－e，－ye，－ai；女性単数形：－1；女性複数形；i。このうちm．　sg．の一ya，－a形は明らか

にKBのものと思われる。　m．　sg．の中では一yau形が他よりはるかに多い。

　自動詞は主語の性・数に一致して活用される。bo玉a（417），　ayau（474），　samujhe（80），　blte

（45），nikasi　（96），　barhl　（217），bhai　（658）

　他動詞は目的語の性・数に一致して活用される。payau　ku1a　strlmala（10），　dera　juda　liya

（313），tinake　bacana　sune　（37），　pahiri　m蚕lftc　mantra　kl　（10），　bata　kahl　（43），

　11．次の諸動詞の過去分詞は上記の規則に従わない。③hono；huva，　huo，　hae／huve／，　heY
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hul／。以上は「なった」の意味に用いられたものであるが，同義に次のものも用いられている。

bhayau（17），　bhaya（331），　bhae（9），　bhai（11），　bhai（658）。　「あった」の意には次の形が用

いられている。これはまた，後述のように助動詞としても使用されている。＊ユhutau（471），　hute

（473），ke（470），　huti（71）。なお，これと同義にKB形のthaも用いられており，助動詞とし

ても使用されている。＊1

ju　hona　tha（546），hama　ae／aye／the（528）②karano：kinafi／kinau／（56），　klnyau（2），　kiyau

／kiyo／（18），　kie／kina／（50），　kari（263）

③deno：dina9／dinau／（79），　diyau／diyo／（58），　d玉nai／dlne／（56），　die（55），　dini（287），　dai

（53），dl　（418）o

④leno：Ilnaa／linau／（59），　iiya／liy2／（411），　iiyau（442），　liyo（43），　line（102）

⑤jano：gayau（46），　gae（223）

⑥marano：mua／muva／（63），　mue／muvo／（42），　mui（205），　mari（106）

　12．過去分詞は単独で直説法過去時舗形として，単なる過去の動作・状態を示すのに用いられ

ているほか，助動詞を伴って直説法（並びに叙想法＊2）の種々な時制に用いられている。また，

次のようにも用いられている。①名詞として：kaha　hamara　saba　bhaya／hua／（331），bina　kahe

（609），②副詞句に：1ine　napita　s｝tha（102），　cale　cale　ae　tisa　th2u（370），③複合動講に

jaba　lati　saba　baithe　rahe（345），④形容詞として：、khulau　javahara（320），　bhije　bastranha／

bastrau／（301）

　13．MBには能動態・受動態。無人称態の三つが認められる。

　14．受動態は次のように構成されている。

　①他動詞である主動詞の接続分詞に一yai，ないしは，－jaiを加えてつくるもの。　anna　na　paiyai

（104）。ただし，denoなどは語基が不規則な方法でつくられている。　dljai（91），　kijai（305）

　なお，この形は受動態からていねいな依頼・命令を表わすのに用いられるようになっている。

gunahagara　kljai　usahi（542），など。

　②主動詞の過去分詞（性・数に応じた変化あり）にjanoの活用形を加えてつくられている。

gupata　bata　so　kahi　na　jai　（459），　te　kaha　pai　kabi　na　jahi　（659）

　15．無入称態には次の1例が見られるのみであるが，主動詞（自動詞）の過去分詞にjanOの

活用形を加えてつくられている。mrlsavada　binu　raha／rahya／na　jai（656）

　16．命令法の2入称単数形は語根に・uを加えてつくられている。putri　sunu（42），　putri　soca

na　karu　（44），　t且　calu　（400）

＊1V・22，24参照。

＊2AKには現われていない。
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　語根が長母音でおわるものにあっては一uのかわりに一hiを加えてつくることがある。　dehi

iuvaba（496），　tit　nicita　mana　hohi（529）

　17．命令法2人称複数形は語根に一au，もしくは，－oを加えてつくられたものと，－huを加え

てつくられたものとがある。lajja　baho（377），karau　bihara／vyauhara／（38i），calo（535），　calahu

（121），becahu　bastu　（286），　ro㌻i　dehu　（287）

　18．AKに用いられている直説法現在時制形としては，動詞語根に活用語尾を加えてつくるも

のしか用いられない。これは叙想法不定未来時制形と同一である。“SUrasagara”には，主動詞

の現在分詞に助動詞honoの現在形を加えてつくられた，もう一つの直説法現在時制形がかなり

用いられている。しかし，この形はAKには金く用いられていない。

　19，直説法現在時制の活用語尾は次の通り。

①1人称sg．　－afi，一琶，　pl・－hi，－al

②2人称sg．－ahi，　pl．－au

③3人称sg．－ai，－y，－i，　P1．－hi

　①sg．　mai　karaa（519），　deft（380），　pl．　hama　jahi（299）

　②sg．　tit　jahi（518），　tuma　basau（299）

　③sg．　basai（24），　hoi（43），　dei（326），　pL　karahi（68）。

　20．この時制は本来の用法のほかに，次のようにも使用されている。①直説法未来時捌の意に

用いられる。kahatt　apani　katha　vikhyata（4），　garbhita　bata　kahaU　hiya　kholi（7）②過去時

制の意に，AKにおいてはこの用法が罪常に多い。　kharagasena…kara呈javahara　kau　bepara

（145）③叙想法不定未来時制の意に。これについては先述したように，両者は同形である。歴史

的に見ると，この形は次第に叙想法不定未来形に用いられることが多くなった。doa　bipra　karai

apaghata　（554），　parai　k誰a．mukha　kauna　（114）

　21．直説法未来時制の実例は僅少であるので，次のように3人称についてのみ記述することが

できる。

　単数形〔（（））内は女性形一推定によるものも含む〕は語根に一ega（（－egi）），－ahiga（（－ahigi）〉，も

しくは，4ga（（－igi＞）を加えてつくられる。　avega海vaig議／（593），　avaigi（523），　calahiga（481），

m琶gahiga（481），　hoigi（6，673）

　複数形は語根に一alge，－ahigeを加えてつくられている。　samujhaige（673），　hfisahlge（674）

　22．以上の例に限っていえることは，いわゆるBH．及びBr。には一ga，－ha一両型の未来時制

形が認められるのに対して，AKには前者のみが見られるということである。

　23．直説法過去完了時制形の例も非常に少ない。これは主動調の過去分詞に既述の助動講

hutauやthaを加えてつくられている。一定時以前に完結した動作・状態について述べるもので

ある。gae　hute　msgana　lcati　pata（79），　hama　to　prathama　kahl　huti（330）特殊な形として

gayau　thau（454）があるQ
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　24．直説法現在完了時制形は主動詞の過去分詞に助動詞現在形（hai，など）を加えてつくられ

る。この用例もわずかしか見当らない。bakhan五hal（2），　banyau／banyo／hai（160）

　25．直説法過去未完了時制形は主動詞の現在分詞に助動詞の過去形を加えてつくられている。

ただし，用例は次の1例のみ。avata　he（470）＊i

　26．敲想法の用例は既述U7＞のもの以外見られない。“Sttrasagara”においても，その他の獄想

法の用例がわずかであるとの指摘がなされている。＊2

VI

　1．副詞の用例には次のものがある。

　①　時に関するもの

aba　（158），　taba　（2），　jaba（16），　jaba…　taba…　（263），　kabhahfi（146），　prata　（390），　nisi（380），

aja　（542），　kali　（347），　khlna　（416），　tatakala　（61），　nita　（390），　phiri　（80），　bahura議　（445），

turita　（273），　acanaka　（63），　turamta　（63），　agai／且ge／（341）

　②場所・方角・位置に関するもの

圭hき　（381），ih嚢　uh5　（236），　uh琶　（382），　tah巨　（420），　jah琶　（420），　jahき　taha　（572），　kah盃　（11），

kah〔i　（216），　kahfi　（454），　jita　titta　（226），　jita　kitta　（485），議gal／agai／（233），　nikaSa　（8），　sana－

mukha　（156），　pasa　（419），　cahO　disi　（243），　cahff　ora／vora／（318），　nEla　（109）＊3

　③　態様に関するもの

yaa（529），　yag　hi（255），　jyaa（43），　jyati　tyaa　kar圭（79），　jyaa…tyatt…（24），　ema（37），

kema　（42），3ema　（37），　jatha　（6），　tatha　（209），　Saisa　…　taisa　…　（3G6），　manahu　（548），　janu

（369），kais6　（267），　akele　（62），　satha　（475），　ny巨re－nyare　（569）

　④程度に関するもの

bahuta　（16），　bahu　（17），　kichu／kachu／（61），　jora　（592），　adhika　（41）

　⑤禁止・否定に関するもの

n5hi　（78），　nahi　（243），　na　（104），　jina　（351），　jini　（341）

　2．次のtau，　bh王及びhiは日本語の副助詞のように用いられている。

so　tau　mithyamata　b2ni　hai　（2），　so　bhl　（621），　usa　hi　roja　（543）

　3．接続詞としては次のものが用いられている。aura（18），　aru（31），　pai（179），　taa（80），

kai　（159），　kai　to　。・・kai　to　（303），　tau　（92），　jo　（380），　tatal　（461）

VII

　AKに見られるペルシア語（アラビア語）からの借用語

＊1MPはheではなく，raheと読んでいる。

＊2SBP．316

＊3これはKBのsathと同義に用いられている。
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　　　〔）内は文中の当該語とのつながりを示す。先頭に現われた語がAKに用いられたもので

ある。配列はデーヴァナーガリー文字のそれにならった。

amala〔karai〕，　camal，　ar．　n．従事（56）

aradasa（kinl，〕tarzdasht，　per，　n．嘆願（159）

avaja〔bhai〕，翫waz，　per．　n．（命令の）声（150）

asabSba　〔thaill　kau），　asbab，　ar；n．物品（360）

ahamaka〔lcotawala），　ahmaq，　ar．　adj．大馬鹿の（522）

adaml（caga－），　ar．　per，　n．人（563）

ana，　2n，　per，　n．　威う旨（35）

ani，　an，　per，　n．勝利宣言（27）＊l

asikhabaja〔bhayau），’aSiqbaz，　per，　adj．恋愛遊戯をする（170）

asikhi〔ka「i〕，‘盃6’iql，　a「．　n．恋愛遊戯，火遊び（181）

ijar〔ke　nare），　izar，　per．　n．パイジヤーマー（319）

ilaja〔karahl），％j，　ar．　n．工夫，努力（487）

kaji〔lakhi〕，　kaji，　per．　n．不正，欠陥（263）

ka「aja　〔kacau「i〕，　qarz，　ar．　n．借り，　借金（339）

kagada，　kaga多，　ar．　n．紙（214），書簡（477），書類・書きもの（558）

karakuna，　kar　kun，　per．　n．カールクン（ムガル時代の微税制度の末端で微税の任にあった）（56）

kutaba〔payhyau），　khutaba，　ar．　n．即位宣雪（27）

kurija／kurija／〔ki　ciri〕，　kuriz，　per．　n．羽毛の抜けかわり（194）＊2

kulala，　kuial，　per．　n．　F勾工（29）

kaula　（kiyau〕　qau王，　ar，　R．蓬｝約（501）

khaj盃na，　khazana，　per。　n．金庫，　国庫（156）

1〈hata，　klzata，　ar．　n．科（とが），失策（538）

khabari，　khabar，　ar．　n．知らせ（30e，470）

kharac1　（dai），　khai℃，　n．躍各銀（53）

kharacyau〔daraba〕，々んarcが動詞化したもの，「費した」（77）

kharida〔karahu），　kharld，　per．　n．仕入れ（384）

khalasai〔klnau〕，　khalisa，　ar．　adj．「御料及び御料地」が原義であるが，ここでは「没収されたJ（22）

khali〔hvai〕，　kha1i，　ar．　adj，一文なしの（366）

khusahala〔hvai，　rahe），　khus’hal，　per．　adj．機嫌のよい（484），楽しい（547）

＊1語罵の・iは押韻のため

＊2NPは鳥の名をあげている。
略
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khusl（bhae〕，　khusノ，　per．adj．嬉しい（368）＊1

gariba，　garlba，　ar．　adj．あわれな，みじめな（172）

gasta〔karahi〕，　gagt，　per．　n．巡回，歩きまわること（355）

gujaran，　gu4ar，　per．が動詞化したもの，「供する」（510）＊2

gunaha齢ra／gunahigara／，　gunahgar，　per．　n．罪入（542）

gu蛤hu（bhay2〕，　gunah，　per，　n．科，罪，失策（537）＊3

9airasala，9airsala，　ar．　adj．「不正な，蝦のある」から，にせの（（金〉）（506）＊’l

jawahara〔khulau－〕，　jawahir　ar．　n．宝石類（320）

jahamati（pare），　zahmat．　ar．　n．患い（205，240，480）

jagi「a，　jagi「，　per．　n．賜与士幽（15）

jiraha，　zirih，　zirah，　n。鎖かたびら（155）

jina，　zin，　per．　n．鞍（155）

juaba〔diyau）jawab，　ar．　n．返答（360）

juda，　juda，　per．　adl．別の（313）

judai，　judai，　per．　n．男旺寓窪（406）

jamati〔ju「i〕・jamガat，　ar．　n．一団（500）＊5

juwaba，　juabaと同じ。（496）

jora〔bina〕，　zor，　per．　n．カ，圧力（545），　adv，しきりに，熱心に（592）

jorawara，　zorawar，　per．　adj．屈強な（302）

takhata〔baithl－〕，　takht，　per．　n．玉座，王位（27）

tamai／tamay／　〔kahα　ki－〕，　ar．　n．　言秀惑、　誘弓【（135）

tarapha〔ghara　ki－〕，　taraf，　ar．　n．方角（466）

tahakika〔bina－），　tahqiq，　ar．　n．取調べ（300）

tahasilahi，　tahsii，　ar．「徴収」が動詞化したもの？（56）

taita〔’eka　ga「hayau〕，　ta‘wiz，　a「．　n・お守り？（369）

daraji，　darzl，　per．　n。仕立屋（29）

daradabanda，　dardmand，　per．　adj．情深い（171）

daravije，　darwaza，　per．　n．　ob．戸（153）

＊1音韻的にはkhusti　per．　n．に近いが，〔bhae〕とあるので，やはりadj．にとるべきであろう。

＊2MPはguditrauと読む。

＊3語尾の・uは押韻のため。（538）ではgun議ha

＊4NPはgair十takasalに，語原を求めている。
　　　　　　　　　　　　　　

＊5MPはkosraと読む。
　　　　　　　　　　　●
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dama，　dam，　per，　n．金（（かね＞＞，ダーム，（373，など）＊1

duva〔kini〕，　du’a，　n．嘆願・言上（546）

darabesa，　darbeξ’，　per．　n．ダルヴェーシ？（199）＊2

dinara，　din2r，　per．　n．ディーナール金貨（216）

dlb註na，　diwan，　per．ディーワーン（515）＊3

nakhasa，　nakhkhas　ar．　n．了汀場（314）＊4

nagadi，　naqdi，　ar．　n．現金

najari　〔qujarau〕，　nazar，　ar．　n．一晃（510）

naphara，　nafar，　ar．　n．使用人，人夫（498）

napha，　naf，，　nafa，　ar．　n．不ij益（315）

narama－9arama，　narm－garm，　per．　n．なだめとおどし（165）

nawaba，　nawab，　nawwab，　ar．　n．ナワープ（127）

nauwaba（110）同上

paragane〔bavana－〕，　pargana，　per．　n．パルガナ（（郡））（31）

paika，　payak，　per，　n．使用入，手下（62）

patisahi／p議tisy2ha／，　padξah，　per．　n．皇帝（149）

pula，　pul，　per，　n．橋（153）

Pesakasl（bhejai〕，　Peξka6　Per．　n．つけとどけ（172）

paijarahu　〔ka　khela〕，　paizar，　per．　n．つっカ）け（601）

potadara，　fotahdar，　per．　n．フォ　一一トダール（（ムガル時代の微税制度の役職の一））（56）

pyade〔bhae〕，　piyada，　per．　adj．徒歩の

phakira，　faqlr，　ar．　n，ファキール？（171）＊5

pharajanda，　farzand，　per．　n．息子（344）

pharakhatl，　far三g－khati，　ar．　n．弁済証書（51，566，568）＊6

pharika〔bhae），　farig，　ar．　adj．解放された，心配のない（403）

phikira／phikara／　（karohu〕，　fikr，　ar．　n．ノ憩、案（525）

phuram盃na／pharamana／，　farman，　per．　n．勅命（152）

＊1本来，40分の1ルピー漏ムドラー。ダームはアクバルが発行した銅貨でパイサーとも呼ばれ，323．5グ

　レーンに相当した。ここでは今日のパイサー同様，貨幣単位並びに金の意の両方に使用されている。

＊2MPはdurabesaと読む。いずれに．しても疑問は残る。

＊3ここではFaujdarの補佐？

＊4本来は，奴隷市，家畜市の意。

＊5この1行の意味は明確でない。

＊6（566）では　　1ikhauとなっているが，誤植と思われる。　MPにはこの部分は欠けている。
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band｛ika，　bandUq，　ar．　n．鉄砲（155）

bakasgi（gunaha－〕，　baklzsノ．　per．から「赦す」へ動講化。（165）

bal（aslsa〔dehu〕，　ba肋s’isノ，　per．　n．賞与，心づけ（300）

bajara，　bazar，　per，　n。バーザール（198）

baki，　baqi，　ar．　n．　残余（361）

聴ra，聴r，　per．　n．回数，度数（618）

bida〔bhae〕，　vida’，　ar．（（複合動詞））辞去（する）（346）

bugaca，　bugca，　per．　n．小さな包み（324）

behaya，　be－haya，　per－ar．無恥の，なさけない（331）

behala，　be－hal，　per－ar．とり乱した，どうてんした（250）

makara〔c記簸i〕，　makr，　ar．欺購，まやかし（412）

majara，　mazdar，　per．　n．苦力，労務者（140）

masakkati〔gai　akatha〕，　mostaqqat，　ar．　n．労苦，勤勉（364）

mapha（ka・ai〕，　mu’af，　a・．　n．赦免（507）

ml「a，ml「，　ar．　tamirの略，ここでは「将軍」の意（449）

mukama〔kiyau〕，　muqam，　ar．　n．逗留（241）

mugala，　mugal，　T．「役人」の意（21，517，など）

mulaka，　mulk，　ar．国（259）

musakila〔bhai），　mus’ki1，　ar．　n．厄介なこと（158）

muhara，　muhr，　per．　n．印，封印（22）

yadi〔ai〕，　yad，　per．複合勤詞，思い出（す）（528）

ya「a’ya「，　pe「．　n．友人（464）

radi，　raddi，　per．　n．廃物，ほこ（267）

raphlka，　rafiq，　ar。　n．仲問，友（310）＊1

・ah・〔k・1・ki－〕，　rah，　P・r．　n．道，進路（271）

reja，　rez，　Per．　n．こまごました品（324）＊2

rOja，　roz，　per．　n．　日（543）

roJagara，　rozgar，　per．　n．生業（134），仕事（180）

「ojanam議，　roznama，　per．出納簿（356，490）

lala，1a’1，　ar．　n．ルビー（39）

＊1もっとも，この意味は明確ではない。

＊2re　ja－Pareji！iParGja／とあるが，　pare∫r／paroja／の意味は不明確。もっとも，

　の反復とも考えられる。
pa・をそう入してのreja
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vakila，　vakil，　ar．　n．名代，使節（164）

sangatarasa，　sangtar琶si，　per．　n．石工（29）

sajai〔dei），　saza，　per．　n．刑罰（469）

sarai，　sara　per．且，サラーイ（（はたご））（503）

sabara／savara／，　sawa・，　per，　n．乗馬者（448）

sarahadd／safahada／，　sarhad，　per．　n．境界（36）

sar⑪ha，　sarraf，　ar．　n，両替商人，貴金属商人（505）

saraph1，　sarrZa　fi，　ar．　n．両替商，貴金属商（47）

sala〔catu「dasa－〕，　sal，　ar．　n．年（（歳の意に））（168）

sahi／syaha／，　s／ah，　per，　n．皇帝（15）

sahiba，　sahib，　ar．　n．主（237），夫への呼びかけ（376）

sithibi，　sahibi，　ar．　n．豪勢さ（560）

sikaligara，　saiga］9ar，　ar－Per．　n．研（とぎ）屋（29）

sitaba／s’itaba／，　stitab，　per．　adv，急ぎ，即刻（496）

sirapau（diyau〕，　sar－◎－pa，　per．　n．サローパー〈（下賜される衣服））（448）

sisaga「a，　s’ls’9a「，　Pe「．　n．ガラス細工師（29）

sulatana，　Sultan，　ar．　n．サルタン，皇帝（58）

sukhuna／supana／，　sukhun，　sukhun，　per．　n．話，　会話（568）

so「a，　s’o「，　per．　n，騒ぎ（252）

sauda，　sauda，　ar．　n．商し、（208）

syabasa，　s’abas’，　per．　interj．賞讃・激励の意に（534）

haka－nakaka，　haq－Rahaq，　ar－per．　adv．是が非でも（468）；n．正邪（473）

hadd，　hadd，　ar．　n．境界，国境（35）

hamala，　hammal，　ar，　n．運搬人（62）

hawaigara，　hawaigar，　ar－per．　n．花火師（29）

haklm，　ha1dm，　ar．　n．支配者，主長（ユ50），　Faujdar（5王5）

hukama〔diyau〕，　hukm，　ar．　n．勅命（58）

husiyara〔rahu），　hos／yar，　per．　adj．注意深い，警戒した（481）

heca，　hec，　per．　adj．無意味な，つまらぬ（594）
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